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多様な価値観を前提とした社会
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価値観の単一化の追求
価値観の一致を前提とする

価値観の多様性の許容
価値観の一致を前提としない

心情的価値
（倫理観，政治観，
倫理観）

• より強い社会的絆を感じさせる
• 価値観の一致を強制することで窮屈な社会
集団主義的社会（日本）は集団の調和や統一性を重視し，無理やり価値
観を一致させることで軋轢を解決しようとしてきた

• 誤解，対立，緊張を引き起こす
• 他者の価値観を認めることでより自由な社会
個人主義的社会（欧米）は個人の権利と自己表現を重視し，議論と対話，
法制度の整備によって軋轢を解消しようとしてきた

物質・経済的
価値

• 均質な消費者ニーズによる大量生産による生産コス
トの低下

• 「みんなと一緒」のみに由来する満足感

• 多様な消費者ニーズに応えるため高コスト化，製造
の複雑化

• 顧客満足度は向上する

人材的価値 • 学力偏差値による個人評価
• タスク（仕事）分配が簡単

• 個々の能力による個人評価

• 満足度が向上するが，能力の詳細な評価とマッチン
グが難しい

問題解決の困
難さ

比較的容易
• 権威，同調圧力などを利用
• シンプルな価値モデル

比較的困難
• 議論，対話を尽くす必要がある
• 精緻，多次元の価値モデルが必要

• 価値観は本来一致していないはずだが，不一致を前提とすると問題解決が困難
• しかし，価値観の不一致を許容したまま軋轢だけを解消すればウェルビーイングが爆上がりする可能性

• 解決方法
• 他者が自分と異なる価値を持つことを前提として社会構成員が軋轢解消術を身につける ①教育的解決
• 価値観の詳細モデリングによる軋轢解消のためのICT，AIシステムの開発 ②工学的解決



社会実装のイメージ：価値観エンジニアリング
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②AIによる人の価値観の精密抽出

①トレーナーAI

個人最適なサービス・製品のデザイン

価値観 価値観 価値観

価値観

数理的社会情動
能力の向上
お互いの価値観を理解し，
関係を数理最適化する．

（読心エンジニアリング）



コア技術
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①人の戦略的Win-Win思考を強化するト
レーナーAI（人の読心力強化）
• 最新科学技術の融合：認知科学、人工知能、アフェク

ティブコンピューティング、社会心理学、ゲーム理論の
最新知見を応用

• Win-Win戦略の習得：関係者間の相互のニーズ、価値
観の理解およびWin-Winソリューション発見の認知スキ
ルを方法論として習得

• AIによる実践的学習：AIとのインタラクティブシナリオに

よって、実践的な経験を提供し、ユーザーが実世界で使
えるWin-Win認知スキルを習得

②高ウェルビーイング意思決定支援AI
（AIが人の心を読み操作）
• 多次元価値分析：モノやサービスを構成する複雑な価
値観を解明

• AI対話による価値観の深層分析：AIとのインタラクショ
ンを通じて個人の価値観を精密に同定

• 価値観ベースのパーソナライズドナッジ：ユーザの

潜在的な価値観に基づき、ユーザの心に響くカスタムメ
イドの意思決定をナッジ技術によって支援

深層学習とベイズ最適化を用いた価値観
精密同定

ユーザの潜在的価値観に基づき，ユーザ
の心に響くカスタムメイドナッジエー
ジェント

心を読む能力を高めて交渉スキルを向上
させるAIエージェント

子供の数理的社会情動能力を向上させる
AIエージェント



協力・連携させていただきたい企業様

①人の戦略的Win-Win思考を強化するトレーナーAI

• 小学生向けの教材開発企業様

• 社員の交渉能力を向上させたい企業様

• 社員教育用のAIエージェント開発企業様

②高ウェルビーイング意思決定支援AI

• 個人の嗜好に特化し，高い満足度を与えるカスタムメイ
ドのサービス・プロダクツをデザインしたい企業様

• AIエージェントとのインタラクションによるターゲッ
ティング，ナッジ（推薦・説得）を行いたい企業様
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